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          出産間隔 關スル研究補遺

            卒均値ノ系列的弓化ノ検定法二就テ

              金澤讐科大急衛生學教室（主任大谷敏授）

                 石  崎  有  信

                   Ari7；ob 4 ／lllzisa／ez

                   （昭和19年7月1日回附）

 人口問題ノ第5雀二水島教授（1）ハ我々（村上，  シテ居ラレル．ソノ要旨ハ「出産順位別二見

高口，石崎）ノ出産闇隔二關スル報告（2）ヲ批判  タ出産中隔ノ卒均値ノ間＝significantナ差ハ

                        第1表  出産数別，出産順位別出産間隔

出産ノ

  順位
o産 1＝2

＼  2：3
3：4

数

一
2 M±m

60．916土3．612

σ   43．344
?一 一

3 M±m
47．692±2．362 56．812士2．604

32，724 36，048  G

4：5

4
M士m 44．434±1．342

 a 1 21．924

M±m 1 38．092±O．719

 a 1 13．325

M±m 1 35．956±O．718

 a 1 14．474

45．556士1．471

 24．033

39．358土0．921

 17．055

36．034±O．629

 12．673

53．500士1．727

 28．224

5
40．612±1．070 1 51．346±1．700

 19．814 1 31．480

6
37．474±O．641 1 39．934±O．786

 12．co9 1 15．846

7
M士m 33．454±0．653

 d i ． 13．810
    ．

32．620±0．478   33．544＝ヒ0．791   35．476±0．602

 10．108 1 16．718 1 12．723

8

9

M，tm 1 30．472±O．558 1 32．488±O．527 1 31．456±O．488 1 32．5EM，±O．541

 a 1 11．282 1 10．655 1 9．877 1 10・935

M土m 29．995±0．627 30．115±0．521 29．407±0．469 29．671±0．518

 0 1 11．303 1 9．396 1 8．453 1 9．344

10
M±m 26．815±0．847 28．594±0．646 27．136土0．608 27．154±0．553

 0 1 11．271 1 8．589 1 8．097 ］ 7．356

11
M土m 24．415±0．980 26．173±0．848 26．587士0．815 26．518士0．855

 0 1 9．143 1 7．913 1 7．599 1 7．971

12

以上

M土m 24．487±1．067 26．500±1．023 24．313±0．589 25。558±0．870

 0 1 8．927 1 8．559 1 6．659 ［ 7．283

5：6

46．864±1．291

 26．022

36．904±O．644

 13．608

32．665＝ヒ0．565

 11．432

30．295士0．551

  9．931

30． 340±O． 698 1

  9．390

26．380±O．817

  7．623

23．842士0．860

  7．197
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出産間隔二閣スル研究補遺 1583

ナイトシテ居ル我々ノ所論ハ誤リヂアツテ，

mean ratioナル統計法ヲ用フレバ，明カニ有意

ナ差ノアルコトが誰萌出來テ，出産順位ノ進ム

ニツレテ出産間隔ハ延長スルモノデアル」ト云

フ鮎ニアル．問題トナツタノハ第1表＝示シタ

数値ヂアリ，mean ratioノ計算例トシテ示サレ

タモノヲ再記スレバ第2表ノ如クデアル．

 折角第1表ノ如ク＝出産敏別二観察シテ居り

乍ラ，四二出産藪ヲ無視シタ順位別ノ出産間隔

ノ卒均値ヲモ意味アルカノ如ク獲表シタノハ全

ク我々ノ考ヘノ足ラナカツタ次第ヂ，コノ黙御

注意ヲ：有難iク感謝スル．出産数ニヨリ出産闇隔

ハ著シク左右セラレル故二，全例二就テ出産順

位別ニノミ分類シテ平均値ヲ計算シタノデハ水

島教授ノ主張セラレル如キ特別ノ選揮が加ハツ

テ比較スル債値ノナイモノニナル．出産歎ヲ無

覗シテ統計スレバ，出産順位ノ進ム程出産数ノ

少イ例ハ除カレテ多子家庭ノミニ就テノ卒均値

トナル．出産順位二基ク差ハ出産数ノ大小二基

ク攣化ニカクレテ絡フ傾向が存在スルワケデァ

ツタノデアル．

 シカシ乍ラ，出産数別f出産1卿位別二見テ出

産問隔ノ平均値二有意ナ差ハナイトハ我々ハ決

シテ報告シテハ居ナイ．叉水島教授ノ統計法二

就テモ些力疑義ガアルノデ卑見ヲ申シ述べタイ

ト思フ．

（45歳以上ノ婦入二就テ）

637 7：8 8：9 9：10 10：11 11：12 最後ノ出産間隔 N

1

●

144

一
192

．

267

343

406

45．052土0．888

@ 18．779
447

34．132±0．586

@ 11．850

39．586±0．856

@ 17．320

一  一 一  一  一   一一 一 一 一一 一   一     一  冒 一 曽    一  一   一 一      一 一 … 一

A   r  一一           一 旧  冒『   一                    一  一  胃一

409

鼈
29．965士0．489

@  8．812

32．929土0．796

@ 11．362

38．836±0．981

@ 17．693
325

28．474士0．734

@  9．768

27．832±0．623

@  8．283

29．635±0．750

@  9．981

36．679±1．137

@ 15．122 ●

177

27．241±0．974

@  9．082

25．102±0．702

@  6．546の

25．792±0．844

@  7．876

29．380士1．051

@  9．801

@   ’     一 一

Q5．000±：0．826

@  6．913

34．276士1．328

@ 12．381

嘩 ｝   ｝

･『ヤ 一｝  一一一  一一 圏  一一一

Q9．413±1．506

@  12．597

87

?一
@ 70

      T…一
Q5．000±0．549

@  4．595

24．529±0．794

@  6．645

23．587土0．775

@  6．486

一26．1131±0．991  、  禽8．294

1
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1584 石 崎

第2表出産tw 7ノ場合

 mean ratioノ計算

産隔

卒均期間 差（D土PED）も 比（D）
PED

111皿WVW

33．454土．653

R2．620±．478 し33．544士．791

R5．476±．602

R6．904士．644    卜

S5．052±．888

〉一．834±．809

?．924±・924

рP・932土・994

?1．428±．882

рW・148±1．097

@     イ

一1．031

@1．000

@1．944

@1．619
@7．428 ・

計 10．960

＼m。an，。ti。＿還（璽勉」亜墨＿2．192
        N     5

          1    1
 σof mean「atio躍7τフ〒＝0・447

       ．’． 2．192±：302

  コノmean ratioハsignificantナリ。

           ． （石崎註：誌面値ノ誤差ハ確率誤差デナク，ZF均

 誤差デアル．PEDデ計算スルナラバコt／二〇・6745

 ヲ乗ゼネバナラヌ．．但シコノ時ハmean ratioノ

σ一諱~。．あ45けりmean曲ノPE

   1            ’
”7マトナルモノト考ヘラレル・）

第1＝最：後ノ出産聞隔ガmean ratioノ計算

二毛ツテ居ル黙デアル．最：後ノ出産間隔が他ノ

出産間隔二面シテ著シク長イコトハー見シテ明

カヂ，差ノ誤差ヲ計算スル迄モナイ．問題トナ

        のり得ルノハソノ他ノ間隔デアル．卸ノ特殊ナ姓

質ヲ有スル部分ヲ除イテmean ratioヲ計算ス

ルト第1表ノ例ヂハ0．88士0．337トナリ有意ヂ

アルト云ヘヌ．

 第2ノ疑義ハmean ratioナル統計法’自白ノ

意義二關スルモノヂアル．今町1表ノ第1番目

ノ出産間隔即チ第1子ト第2子ノ間ノ間隔ト第

5番目即チ第5子ト第6子ノ間ノ間隔ヲ比較ス

ルト，ソノ差ハ3．450±O．917デ有意デァル．生

産順位が進ムト出産間隔ノ大トナルーツノ二上

トナシ得ル．シカルニ1番目カラ5番目迄ヲ卒

均シタmean ratioハ上述ノ通り有意ト云ヘナ

イ．コノ矛盾ハ何庭カラ起ル野球ヘテ見タイ．

講評篇ぎ蕩’塾膿も1翫

D2士mD2，・・…・D11。1±MDn－1トスレバ，

 m。an ，ati。＿乳璽＿×＿．L

       lMDi 。            n一一1

 m1≒m2≒…＝m。≡mトオケパ，

 mD1≒mp2≒一・mD。．」ミmD二二π「m

 ∴ΣDi≒3聖LΣD』M。’一Mn．、＋
    1 MDi        vi’2“m       ，

       Mnt－Mn－2……十M2－Mt＝＝Mn－M1

∴m・a一≒傷諜・。11

                  1 ’
． standa「d e「「o「of mean「atio ・＝／n＿1

 一方M1トM，，ヲ直接比較スレバ，

’M・一M1士〆一山1手珂「，／石・、＋可一≒／’2“m

   
 結局mean ratioナル方法ハ系列的ナ干均値

ノ攣化ヲ槍定スル際ニハ最初ノ亭均ト最：後ノ亭

均トヲ直接比較スル以上二何ラ得ル所ナク，途

中ノ攣化ニハ無血係ヂアリ，且検定ノ鋭敏度ヲ
 1  t
〆。＿〒二減ズルノミノモノデアル・今・・各卒

均値ノ誤差が略説シイト忍事シテ推論シタノデ

アルガ，モシ卒均値ノ誤差幅著シイ攣動ガアル

場合ナラバ，mean ratioナル方法ハ根本的二無

理デアル．

 叉出産順位ノ如キ不蓮績ナ系列デナク，年齢

トカ温度トカト云フ檬ナ連績性ヲ持ツタ系列二

就テ考ヘテ見ヤウ．例ヘバ1年切リノ年齢別ノ

三重ヲ卒均ノ動キヲ更二牛年切リニ，或ハ月齢

別二分類シテ平均値ノ動キヲ見上様ナ場合二

mean ratioハ如何引攣化スルカト云ツタ問題デ

アル．rp個ノ群二分類サレテ居タモノヲソノ各

々ヲ更二n個二分類シタトスル．コノ再分類ニ

ヨツテ計数ハ亭等二分割サレ，且標準偏差ハ殆

ンド攣化シナカツタトスル．平均値ノ差ハm一一 1

個ヂアツタモノガnm－1個二増加スル．各個

ノ差ノ誤差一例歎ガ⊥トナルタメVl「倍サ
          
       ．        1
レル．mean ratlOノ誤差ハ7一菰二rデアツタモ

    1
ノガ7斎竃トナル・結局下定比ハ／m一・・

／葡＝互      ”
『五心一三「ノ比デ小サクナル・m＞＞1．トスレバ約

⊥トナルワケデアル．ソレダケ検定ノ鋭敏度
n
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ガ低下シ，差ガアノレニ拘ラズ差ナシトスル所謂

第2ノ過誤ヲ犯ス危瞼が増大スル．

 mean ratioハ全般的ナ増加斗出減少ノ傾向ノ

判定ヲ與ヘルモノデナク，各個ノ画聖ノ順次ニ

トツタ差ノ検定比ノ卒均デアルカラ匠切が小ト

ナレバ當然小トナル性質ヲ持ツモノヂアル．シ

カシ我々ノ最毛知リタイ瓢ハ全般的二見テ増加

叉ハ減少ノ傾向が確實ナリや否やト云フコトデ

アル．ソノ特定が匠切ノ精粗二左右サレルコト

デハ甚ダ不便ヂァル．準均値攣化ノ経過ヲ精細

二観察シヤウトスレバ出來ルダケ細カク匝切ラ，

ネバナラヌ．ソノ朝洲全般的ナ攣動傾向ノ判定

ヲ不能ナラシメルコトデハ統計法トシテ決シテ

當ヲ雪曇モノデナイ．

 Fisher系統ノ統計學デバカ・ル場合ノ槍定ヲ

如何二取扱ツテ居ルカヲ見ルニ，増山元三郎氏

ノ著「少数例ノ纒副腎ト實験計書ノ立テ方」二野

均値ノ検定法及ビ，時聞的経過ノ槍定法ノ章二
        
種々ナル例が載ツテ居ル．ソノ内ヂ最モ簡軍ナ

モノハ50頁ノ第10例デアル．分散分析表ヲ用ヒ

テ二丁スルモノヂアルガ．コノ楡定法ハ平均値

二帯化ガアツタカ否カバ判定出來ルガ，攣化ノ

形式トハ全ク平町係デアル．故二我々ノ全般的

ナ傾向ヲ直接的二簡箪二見出サウトスル目的ニ

ハ合致シナイ．コノ黙ハ時間的経過ノ槍定法二

於テモ同檬ヂアル．但シ理論的二攣化形式が豫

想サレル場合，ソレトー致スル憂化ナリャ否や

ヲ槍定スルコトハ勿論雪輪ルノデァルガ，剛堅

ノ不能ナ場合モ多ク，且計算が甚ダ複雑デア

ノレ．

 四二時切ヲ細カグスルコトが分散分析表二如

何ナル影響ヲ與ヘルカヲ考ヘテ見ヤウ．級内分

散ハ旺切ヲ細カクスルト或程度迄増大スル．ソ

ノ程度ハ次ノ純クニシテ推算出來ル．全例数ヲ

N，匠切ノ藪ヲm，各画切間ノ平均値ノ差がZF

等デaデアツタトスル．旧聞分散ノ桝方和ハ
暑・・（m・一一一 1）けル，一ツノ醐ヲ更二・個

轟之ト孟誠（斜脚害）

ダケ増加スルコト・ナル．シカルニ級問分散ノ

自由度ハm－1カラmn－1ト遙カニ増大スル

爲二不偏推定量一著シク小サクナル．m＞＞1
ナラバ約鑑一トナルトシテ宜シイ．前ノmean

ratioノ場合ト同檬デアル．級内分散ハ級間分散

ノ増大分ダケ減少シ自由度ハN・一mデアツタ

モノがN－mnトナルカラ：Nが著シク大ナラバ

殆ンド自由度二伸化ナシトシテ宜シイ．全分散

ノ方ハ勿論攣化ハナイ．結局厩切ヲn倍スレバ
：F・ガ約÷サレルコトニナリソレダケ第2ノ

過誤ヲ犯シ易クナル。

 以上ヲ要スルニ我々が今問題昌シ居ル黙ハ解

決門下ナイノデアル．増山氏ノ旧聞的経過ノ槍

定法ハ確カニ幾多ノ便利ナ瓢ハアルガ，上述ノ

2個ノ問題カラ考フル時簡輩ニハ回蹄ノ概念ヲ

捨テルコトハ出來ヌノデアル．

 系列的ナ卒均値ノ二化ノ全般的ナ傾向ヲ直接

ツカマウトスレパ，ドウシテモ回蹄ノ概念ヲ導

入セザルヲ得ナ’イト思フ．コレニハ種々ノ統計
           ノ
法が考ヘラレルガ，最モ簡便ト思バレルノハ，

二間分散ヲ更二直線回蹄ヂ表ハシ得ノレ部分ト，

ソノ他ノ部分トニ分析シテ二二スル方法デァ

ル．分散ノ分析ハ：Fisher二從ツテ次ノ如ク行

ヘバヨイ．匪切ノ中央顯ノ位置ヲXj，ソノ卒均

ヲX，匠切ノ数ヲk，各匿切二麗スル攣：量ノ頻

度ヲnJ，全例数ヲN，各攣：量ヲyij，各匠切毎

ノ平均ヲアj，全李均ヲyデ表ハセバ，分散分
●

析表ハ欽ノ如クニナル．

璽 因 分 散 李 方 和 自由度

全分散習（Yi・一一y）2 N一一1

級内分散
習（YtjheYJ）2   ’

N＿k
＝全分散一級間分散

級間分散 ヤ｛nJ （YJ 一y）’｝ k－1

直線回嚇ヲ以テ表 ｛習（XJ－X）（狛・一・）｝2
1

シ得ル部

ｪ
、、

噤iXj－x）2

直線回臨
以外ノ分 級間分散一直線回避部分 k＿2
散
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1586 石 崎

 以上ノ分散分析表カラ，不偏推定：量ヲ計算

シ，級内分散ノ推定量ヲ以テ直線回蹄部分ノ分

散ノ推定量ヲ除シテ：Foヲ計算シ同定スレバ直

線回鯖ノ傾向ノ信頼度が確メラレル．即チ全般

的二見テ上昇叉ハ下降ノ傾向アリト言ヒ得ルや

否やガ決定出來ル．上昇ヂアルカ下降ヂアルカ

バ平均値ヲー費シタダケデモ見當ガツクガ，又

ΣΣ（Xj一 X）（YiJ『 Y）帥チ三戸量貼（covariance）

ノ符號二依ツテ明カニナシ得ル．

 ：・・A方直線回蹄以外ノ攣動ヲ級内分散ヂ除シテ

Foヲ槍定スレバ直線回蹄ト白白シ得ルカ，或

ハ非直線回蹄ト看徴スベキカが決定出來ル．勿

論級間分散全部ノ推定量ヲ級内分散ノ推定量ヂ

除シタFoニヨリ駒井値二可動ガァツタト言ヒ

得ルカ否カが槍定出來ルモノヂァル．

 以上ノ検定法ハ平均値ノ攣化が直線回節ノ傾

向ノ強イ時初メテ有力ナモノヂアツテ非直線性

ノ著シイ時ハ効力ノ小サイモノデアルコトハ當

然デアル．回蹄曲線が理論的二豫想サレ得ル時

ハ勿論ソレヲ探測スベキヂアラウガ，實験公式
             ヘ
ナル人爲的ナ式が用ヒラルベキカ否カバ場合ニ

ヨル．我々が今問題ニシテ居ルノハ平均値ノ攣

動ノ顯著ナラザル場合デアリ，且求メテ居ルモ

ノが自動形式ノ細カイ黙ヂナク，全般的ナ傾向

ノミデアルカラ直線回蹄部分ヲ分析スルノミデ

概ネソノ目的ヲ達シ得ルデアラウ．非直線性ガ

   ￥

   yj
s’ j－y

（Yj一． Y ）2

 xj一 x

（Yj－Y）（XJ－X）

  a
  O2
Σ（yj一夕）2

  第
＝ 34．400

 33．454

 一一〇．946

    ，
 0．895

  －2
  1．892

 13．810

190．70

  3

n ＝＝ 447

32．620 33．544
   ’
一一 P．780 一〇．856

 3．169 O．733

 一一1 0
 1．780

10．108 16．718

102．14 279．21

表

N＝＝447×5

35．476

十1．076

 1．158

 1
 1．076

12．723

161．90

＝12．225 S“’ i yj 一一一 Y）（xi一 x）＝9．756

36．904

十2．504

 6．270

 2
 5．008

13．608

185．16

£02 ＝＝ 919．11

’［ ti’？（yij一 i｝ ）（xJ－x） ］2 ＝9．7562×4472 Z’（x．i－1）2＝10×447

  ・一選（y一ア）（・づ）｝7． ．．425s

 ” £（x－x）2

     下間分散 ＝＝12・225×447＝5455

     級内分散 ＝＝919．11 × 447 ・＝ 410842

憂   因 卒方和 自由度 推定量
、

級 内 分 散 410842 447×5－5 184．2

級 間 分 散 5455 5－1 1363

直線馬蹄分 4255 1 4255

非直線部分 1200 5－2 400

              直線回闘ヲ以テ表ハシ得ル分散
                 4255
              Fo＝一ill’i＝．S＝23・1 ni＝1 n2＝一2230

             直線回書以外ノ分散
                 400
              Fo＝Tg－4’i2＋一一’2・2 ni＝＝3 n2＝＝2230

 以上ノ結果カラ0・001ノ危険率ヲ以テ上昇傾向アリ1・ ＝ヒ得ル，叉非直線平町ナリト言フ国軍0．05以上ノ危険

率ガアル．
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明カヂ，且曲線方程式が不明ナ時＝ハ，部分的

二型動傾向ヲ観察シテ，コノ部分ハ上昇傾向ア

リ，コノ部分ハ下降傾向アリト云フ程度ノ槍定

デ満足シテヨイ場合モアルデアラウ．

 今第1表ノ7子家庭ノ出産間隔ノ例＝就テ計

算シテ見ルト第2表ノ如ク＝ナル．最後ノ出産

闇戸当チ第6子ト第7子ノ間ノ間隔ハ明カニ延

長シテ居ルカラコレハ除外シテアル．

 1番目カラ5番目迄ノ出産間隔ヲ1組トシテ

検定スレバ第2表＝示サレタ如ク，出産順位ノ

進ムニツレテ間隔ハ延長スル傾向アリト言ヒ得

ル．第5番目ヲ除外シテ4番目迄ヂ検定スルト

吹ノ如キ結果トナル．：Fo＝4．95（n1＝1， n2＝17

84）デ延長スルト外論スルニハ0・Qlカラ0・05

ノ程度ノ危瞼i率ガアル故二充分有意ヂアルFハ

云ヘナイ．4番目迄ヂハ攣化が認非難クテ5番

目ヲ入レルト上昇自ロチ延長ノ傾向が認メラレル

トスレバ著明ナ延長ハ5番目カラ始マルモノト

興国シテ宜シカラウ，

 延長が最後ノ聞隔ノミヂナク最後カラーツ手

前ノ間隔モ僅カデハアルが特＝延長スル現象ハ

我々が前ノ報告二於テモ述べタ如ク出産藪6以

上ノ場合ニハ何レモ明カニ唱題ラレル庭ヂア

ル．出産数5以下デハコノ旺別が明麗ヂナク初

メカラ直線的二延長ヲ示シテ最後ノ間隔ダケガ

ー段ト延ビル．但シ最後ノ間隔ヲ除ケバソノ延

長ハ統計上有意ト小出ナイ．

 最：後カラニツ手前迄ノ間隔二全然延長ヲ認メ

得ナイカト云フ＝コレハ問題デァル．出産藪別

二有意性ヲ楡定スレパ何レモ充分有意トハ云ヘ

ナイ．シカシ共攣：量（covariance）ハ何レモ（十）

デアル．試ミニ回春係数ヲ計算シテ見ルト第3

表旧制スガ如ク出産藪が大トナレバ甚ダ小サイ

数トナルが何レモ（十ンデアル．個々ノ場合デ

ハ有意ヂナクテモ，全部ノ例ガー定ノ方向ヲ示

スコトハ，ソノ方向ノ確實性ヲ示スモノデア

ツテ，カ、ル場合ニハFisher／propability

productノ方法が慮用サレテヨイノヂアラウ

ガ，後述スル様ナ理由ヂ，今ノ場合＝ハ有意性

ノ確率ヲ正確ニハ算出出來ナイ．故＝延長ノ傾

向ハ僅カナ量デハアルが略確第二存在シ，且出

産数分大トナルニ從ツテ延長ノ率ハ小トナルモ

ノラシイト尼僧シタイト思フ．

    第4表 回 蹄 系 数

（出産順位ガ1進iム毎ノ月軍位ノ出産間隔ノ延長）

出産数

3

4

5

6

7

8

9

10

11

全 部

9．12

4．53

4．10

2．57

2．05

1．14

0．93

0．65

0．63

影ヲ曝饗

   r

1．12

1．26

1．34

0．98

0．57

0．34

0．27

0．27

1．27

0．76

0．70

0．45

0．02

0．21

0．07

水島教授ハ出産間隔ハ出産順位が進山バソレ田

下ツテ母ノ年齢が大トナル。婦人ハ年ヲトル程

妊孕力が嚢ヘルカラ労資順位が進ム＝ツレテ聞

隔ハ大トナルベキダト云フ假定ヲ昼下二置イテ

居ラレル．シカシ乍ラ婦人ノ生殖機能が健全ナ

ラバ或一定ノ年齢範園デハ妊孕カハアマリ攣化

ハナイト考ヘルノが婦入科學ノ常識ト聞イテ居

ル．婦人ノ妊孕力ハ初潮ト共二急激二上昇シ更

年期二近ヅクト共＝叉急激二下降スル．（但シ

コノ下降ハ最初ノ上昇ノ檬＝ハ急ヂナイ．）ソノ

間ハユルヤカナ山ブナスト想像サレ，ソノ頂上

，、Ki，義…等・、31歳ト考ヘテ居，レ．3職ト云

’フ考ヘヲ直チニ受入レ・パ婦人ノ増殖生活ノ略

申央デアル．出産順位ノ進ムト共二母ノ姫孕力

ハ低下スペキダト云ヘルノハ増殖生活ノ絡リ頃

ノコトデアツテ，初メカラ順位ノ進ムト共＝ソ

レニ並行シテ聞隔ハ延長スベキダト假定スルノ

ハ不磨ヂアルト考ヘル．婦人ノ増殖力ト年齢ト

ノ關係ト云フ様ナ問題ハ大数統計的二見タ場合

ト，個々ノ選バレタ例カラノ集計トハ自ラ異ナ

ノツタ相ヲ表ハスベキモノデアラウ．全國ノ婚姻

セル婦人ノ年齢別，出生牽ト云ツタモノト，健

康ナル増殖生活ヲ逡ツタ婦人が如何ナル年齢デ

出産シタカヲ個々二調査シ集計シ夢場合トハ當
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然違ツタ相が示サルベキヂアル．我々ノ統計帥

チ45歳以上ノ婦・人ヂ，再婚者ヂナク夫妻共＝生

存スルト云フ條件ノ下二個々ノ婦人ノ出産間隔

ヲ集計シタモノハ上述ノ2種類ノ統計ノ中間ニ

アルモノト考ヘラレル．

 我々ノ観察シタ農村婦人ヂハ7子ヲ出産シテ

居ルノが最モ多数ヂアル．故二7子附近ノ出産

藪ヲ示シタ婦人ハ増殖生活が健全ヂアツタト云

フ保詮ハナイトシテモ，少クトモ普通ヂアツタ

ト言ヒ得ヤウ．ソレ等ノ婦人ハ雫均的＝見ル時

二，延長傾向ハナイコトハナイが殆ンド攣ラヌ

聞隔ヂ出産ヲ績ケテ來テ，最：後ノ出産間隔ノー

ツ手前ヂ少シク聞隔が延長シ，最後ノ問隔ハ更

ニー・ iト延長スルト云フ生ミ方ヲ行ツテ居ルノ

デアル．我々ハ改印テ，出産間隔ハ出産順位ト

並行シテ延長スルモノデナク，アル幽幽ハ殆ン

F“一一定ノ聞隔ヲ保ツ性質ノモノヂアルト主張ス

ルモノデァル．

 但シ今一言断ツテオカネバナラヌコトハ，前

述ノ雫均値ノ比較槍定ヲ猫立資料ニヨル手均値

トシテ取扱ツテ來ダノデアルガ，コレハ嚴密ナ

意味デハ決シテ正シクナイコトヂアル．何故ナ

ラバ出産藪別，出産順位別二見タ間隔ノ間ニハ

決シテ相關關係ハナイコトハナイノデアル．少

クトモ出産開始年齢ヲ無視シテ居ルコトカラデ

モコノ難鮎ヲ取上ゲ得ル．一定藪ノ出産ナラ

バ，開始年齢ノ遅イ程間隔ハ短カクナラザルヲ

得ナイ．猫立デナイ資料ヲ猫立デアルト看倣シ

タ場合二起り易イ誤りハ差ノ誤差ヲ不當二大キ

ク見積ル貼ニアル．故二差アルニ拘ラズ差ナシ

トスル過誤ヲ犯シ易クナルモノデアル．上述ノ

統計デ有意ナラズトシタ差モコノ貼ヲ考慮シテ

統計ヲトリ直セバ或ハ有意ナリト出ルカモ知レ

ヌ．シカシ乍ラ，有意ナリや有意ナラズヤト云

フ個別ノミトラバレテ，ソノ差が大ナリや小ナ

リヤ1・云フ黙ヲ無覗スルノハ決シテ正シイ統計

法ノ慮用ノ仕方ヂナイト信ズル．、

 終りニ臨ミ大谷敢授ノ御校閲ヲ深謝スル．
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